
（例）農薬①(混合剤)を 2 回と農薬②(単剤)を 3 回散布した場合の散布回数と成分使用回数について 
  この場合では、散布回数は５回ですが、成分使用回数は９回となります。 
 

＜散布回数＞      ＜成分使用回数＞ 
 

有効成分 A                 有効成分 A ２回 
                          ＋ 

農薬①（混合剤）        有効成分 B        ２回       有効成分 B ２回 
                                          ＋ 

           有効成分 C                 有効成分 C ２回 
 

                             ＋                       ＋ 
 
農薬②（単剤）         有効成分 D        ３回              有効成分 D ３回 
 
                             ↓            ↓ 
 
                            散布回数５回     成分使用回数 ９回 
 
 
※化学合成農薬には有効成分が複数含まれる混合剤と有効成分が１種類の単剤が有ります。 


